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第 ３ 種 機 械    

ＡＡ問題(配点は 1 問題当たり 5 点) 

問１ 長さ l[m]の導体を磁束密度 B[T]の磁束の方向と直角に置き，速度 v[m/s]で

導体及び磁束に直角な方向に移動すると，導体にはフレミングの    (ｱ)    の法則

により，e=    (ｲ)    [V]の誘導起電力が発生する。 

1 極当たりの磁束が [Wb]，磁極数が p，電機子総導体数が Z，巻線の並列回

路数が a，電機子の直径が D[m]なる直流機が回転速度 n[min-1]で回転していると

き，周辺速度は m / s
60
n

v D [ ]となり，直流機の正負のブラシ間には  (ｳ) 

本の導体が  (ｴ)  に接続されるので，電機子の誘導起電力 E は，E=  (ｵ) 

[V]となる。

上記の記述中の空白箇所(ｱ)～(ｵ)に当てはまる組合せとして，正しいものを次

の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 
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問２ 界磁磁束を一定に保った直流電動機が，電機子電圧 24 V，電機子電流 3.0 A

で一定速で駆動されている。このときの直流電動機の回転数は 1 500 min-1，出力

トルクは 0.4 N･m であった。この直流電動機の電機子巻線の抵抗値[ ]として，

最も近いものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

ただし，ブラシによる電圧降下，及び電機子反作用は無視できるものとし，考

慮すべき損失は電機子巻線の銅損のみとする。 
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